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次号予告
編集後記

特集

うちの「24時間対応」体制
夜間・休日の緊急対応もこうして 
支えています！
報酬加算申請の割合でみれば、じつに80～90％の事業所が「突然に
生じる事態への訪問」を行なっています。ただ、仕組みや方法論に「こ
れ！」というものはありません。早朝や夜間、土日祝日の緊急事態に対応
するために、電話当番は誰が担当するか、何人が携帯電話を持つか、
判断に迷ったときの対応はどうするのか。これらは各事業所がスクラッ
プ＆ビルドで、自事業所に合う体制に整えている状況があるようです。
今回、本誌ではそこに注目します！　複数の事業所に夜間・休日を含め
た24時間365日のサービス提供を、どんな体制で、どのような工夫で
もって支えているのかを教えていただきました。

【座談会】
24時間対応こそ、訪問看護の醍醐味じゃないか 
◉椎名美恵子、寺田悦子、眞鍋有美子

【寄稿集】
うちの緊急対応体制 
◉訪問看護ステーションみけ
◉訪問看護ステーションひなた
◉刀根山訪問看護ステーション
◉ゆうき訪問看護ステーション　ほか

【インタビュー】
「24時間対応体制」への期待、そして展望 

◉川村佐和子

年 月号

※一部変更となることがあります。

我が社でも、規則や規制、ルー
ルがある日、急に設けられるこ

とがあります。良いほうに働く場合も
あれば、その逆の結果に至るケース
も。そもそもは現場の実態を踏まえて
生まれたはずが、これまでの緩やか
さがなくなり、なんだか窮屈なものに
なってしまったりだとか……。現場の
人々の自律的な行動を支えるには、
規則・規制を設けることそのもので
はなく、どのような規則・規制を設け
るか、つまり秩序の「数」ではなく「質」
こそが問われるのだと切に感じます。
●さて、同時改定。こちらにも同じこ
とが言えるのかもしれません。大きな
規模のものだけに、その影響には今
後も注目しておかねば。…小池

4月29・30日に開催された日本 
在宅医学会第 20回記念大会。

昨年まで弊誌でご連載いただいてい
たコミュニティデザイナーの山崎亮さ
んが領域横断セミナーに登壇されま
したが、その締めの一言が忘れられ
ません。「実務をしていると、目の前
のことばかりに囚われて、仕事の波
にあおられて船酔いのようになってし
まうこともあるでしょう。そういうとき
は、目の前ではなく水平線を見るん
です。そうすると、そこは動いていな
いことに気づく。私の場合は、自分
の仕事で社会に対して何ができるか
を考えます。忙しいなかでも、理想
について考え直す時間をもつことが
大切です」。今特集を編集中で、情
報の海で溺れかかっていた自分には
救命具のような言葉でした。この制
度はどのような社会をめざしてつくら
れたのか？と考えることが羅針盤にな
りました。この誌面にも、何らかの水
平線が描けていればよいのですが。
…栗原
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